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ま
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づ
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協
力 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
逗
子
の
文
化
を
つ
な
ぎ
広
め
深
め
る
会 

 

募
集 

逗
子
の
景
観
ス
ケ
ッ
チ
や
六
百
五
十
字
以
内
の 

景
観
に
関
す
る
コ
ラ
ム
等
を
募
集
し
て
い
ま
す
。 

祖
父
母
の
『
家
』
の
思
い
出 

本
多 

守 

私
が
生
ま
れ
た
頃
（
昭
和
36
年
生
）
は
、
私
は
両
親
姉
弟
と
一

緒
に
祖
父
母
（
明
治
30
年
、
明
治
37
年
生
）
の
家
か
ら
500
メ
ー

ト
ル
の
家
に
住
み
、
昭
和
61
年
ま
で
の
期
間
の
半
分
は
、
祖
父
母

の
健
康
状
態
に
よ
っ
て
は
祖
父
母
の
家
に
住
ん
で
い
た
。 

昭
和
13
年
に
竣
工
し
た
祖
父
母
の
家
は
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ワ

ー
ル
ド
だ
っ
た
。
屋
根
裏
は
物
置
で
、
夏
、
野
地
板
の
下
で
暑
さ
の

中
埃
ま
み
れ
に
な
っ
た
戦
中
の
戦
記
物
を
読
ん
だ
り
、
転
が
っ
て

い
る
工
具
類
や
ラ
ジ
オ
や
時
計
な
ど
電
化
製
品
の
部
品
を
い
じ
っ

た
り
し
て
遊
ん
で
い
た
。
こ
の
ガ
ラ
ク
タ
は
終
戦
間
際
に
こ
こ
に

疎
開
し
た
祖
父
の
経
営
す
る
会
社
の
製
造
部
品
、
そ
し
て
占
領
軍

に
家
を
接
収
さ
れ
、
そ
の
際
使
わ
せ
た
く
な
い
と
祖
母
か
ら
頼

ま
れ
祖
父
が
壊
し
た
電
化
製
品
の
残
骸
だ
。 

幼
稚
園
の
頃
は
五
右
衛
門
風
呂
に
入
っ
た
。
熱
い
湯
に
横
の

水
溜
か
ら
一
生
懸
命
水
を
入
れ
て
微
温
め
た
の
を
覚
え
て
い

る
。
小
学
校
の
頃
は
お
使
い
で
こ
の
家
に
よ
く
来
て
い
た
が
、

玄
関
か
ら
入
っ
て
廊
下
が
薄
暗
く
、
特
に
夜
は
門
か
ら
家
の
中

ま
で
暗
闇
で
、
こ
の
家
の
敷
地
の
隣
に
墓
地
が
あ
る
こ
と
も
手

伝
っ
て
、
と
て
も
怖
か
っ
た
。 

苦
労
は
と
い
う
と
、
思
い
出
さ
れ
る
の
が
立
入
禁
止
区
域
の

多
か
っ
た
こ
と
。
部
屋
数
は
１８
あ
り
、
壊
れ
た
も
の
も
含
め
れ

ば
風
呂
は
4
、
ト
イ
レ
は
４
。
家
の
広
さ
に
人
は
「
い
い
わ
ね

え
」
と
言
う
が
、
住
ん
で
い
た
頃
は
祖
父
母
の
生
活
ス
ペ
ー
ス

と
、
客
専
用
の
応
接
と
玄
関
で
半
分
以
上
立
入
禁
止
。
入
れ
る

の
は
ト
イ
レ
２
と
風
呂
１
と
台
所
、
食
堂
、
3
兄
弟
の
部
屋
と

両
親
の
部
屋
だ
け
。
部
屋
に
は
コ
ン
セ
ン
ト
が
一
つ
し
か
な
く
、

タ
コ
足
だ
ら
け
、
時
に
は
コ
ン
セ
ン
ト
付
き
電
球
ソ
ケ
ッ
ト
を

使
っ
た
り
、
電
源
コ
ー
ド
が
あ
る
の
に
電
池
で
使
う
な
ん
て
有

様
だ
っ
た
。
と
に
か
く
い
た
ず
ら
ば
か
り
し
て
、
寡
黙
な
祖
父

に
「
コ
ラ
ッ
」
と
怒
ら
れ
、
逃
げ
回
っ
て
い
た
の
が
私
で
あ
る
。

そ
ん
な
思
い
出
の
詰
ま
っ
た
『
家
』
だ
っ
た
が
、
近
年
傷
み
が
ひ

ど
か
っ
た
。
設
計
が
株
式
会
社
久
米
設
計
の
創
業
者
、
久
米
権

九
郎
氏
で
あ
っ
た
お
か
げ
で
、
株
式
会
社
久
米
設
計
に
引
き
継

い
で
い
た
だ
き
、
２
０
２
２
年
7
月
、
国
の
登
録
有
形
文
化
財

に
登
録
さ
れ
た
。 

「屋根裏部屋のドキドキ」 平野 薫 

「冒険のはじまり」 平野 薫 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

瓦版編集担当 逗子市環境都市部まちづくり景観課  

瓦版のバックナンバー・瓦版冊子は逗子市庁舎二階、まちづくり景観課窓口、市民交流センターに配架しています。 

逗子市 HP やフェイスブックも⾒てね︕ 

昭和１４年に竣工した「旧本多家住宅」（山の根２

丁目）は令和４年７月に、逗子市で８件目となる国登

録有形文化財に指定されました。現在は、株式会社

久米設計が所有権を継承し保存活用のための改修

工事をしています。改修工事前の令和５年３月に、株

式会社久米設計のご厚意により、逗子市まちづくり景

観課において内覧をさせていただきました。 

 

【屋根裏：久米式耐震木骨構造】 

 

国登録有形文化財  

【ＪＲ逗子駅近くの山裾に建つ洋風住宅】 

 【室内居間：天井 モールディング】 【屋根：天然石のスレート】 

 

４月２３日（日）まなび舎ボート（代表 辻義和さん）の企画 

【Feel 度 Walk in 逗子 vol.1！】「逗子のまちを探検し、表現す

る心を育てよう」に参加しました。 

逗子在住の歩き旅するジェネレーター、市川力さん（一般社団

法人「みつかる＋わかる」代表理事）と３０人近くの大人・子ども

で、古民家 100sai（久木 3 丁目）を出発し、フィールドウォーク！ 

その後、自分なりに体感したイメージや発見したものを「知図」

として表現しました。様々な家・庭・道に季節の植物や看板・標識

などを発見しました。又、お寺や神社に行き着いたり、ここはどん

な場所？何で？どうして？がたくさんあり、最後にみんなで共有し

ました。私達のまちってこんなところと「知図」から魅力を再発見で

きました。全４回の企画となり vol.2 も楽しみです。                   

「旧本多家住宅」は久米設計の創設者である久米権九

郎が考案した久米式耐震木骨構造や外部と内部の造形

意匠を含めて昭和初期の貴重な建築物として評価されて

います。広々とした和洋折衷の間取りから当時のくらしを伺

うことができ、細部の意匠も素晴らしく皆、興味深く見学をし

ました。又、屋根裏における軽快な久米式耐震木骨構造

の大空間も印象的でした。今後、地域に開かれた場となる

ことも検討されている様なのでどのように保存活用されてい

くか楽しみです。 

 

 【外壁：左官仕上げや擬石による装飾】 （まちづくり景観課 兼子） 

フィールドウォーク in 逗子 vol.1 

 

【歩いてみつけて写真を撮る】 

【歩いた軌跡を地図にし、みんなで発見を共有しました。】 （まちづくり景観課 兼子） 


